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「
教
え
に
来
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
習
い
に
来
た
の
で
す
。」

　

ガ
ー
ナ
で
黄
熱
病
研
究
に
取
り
組
ん
だ
野
口
英
世
の
言
葉
を
引
き

な
が
ら
、
石
破
茂
首
相
は
、
８
月
20
日
に
横
浜
で
行
わ
れ
た
第
９
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
）
開
会
式
で
、
ア
フ
リ
カ
各

国
の
首
脳
に
呼
び
掛
け
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
は
「
革
新
的
解
決
の
共

創
、
ア
フ
リ
カ
と
共
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
が
、
ア
フ
リ
カ
で
学
び

な
が
ら
共
に
解
決
策
を
探
っ
た
野
口
英
世
の
言
葉
が
、
日
本
の
姿
勢

を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
っ
た
。

世
界
の
分
断
・
対
立
が
ア
フ
リ
カ
に
も
影
を
落
と
す

　

１
９
９
３
年
の
初
開
催
以
来
、
９
度
目
と
な
っ
た
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
は
、
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
状
況
が
激
変
す
る
中
で
行
わ
れ
た
。

　

遠
藤
貢
・
東
京
大
学
教
授
は
、ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
に
、

ど
の
国
も
圧
倒
的
な
影
響
力
を
行
使
で
き
な
い
現
状
を「
薄
い
覇
権
」

「
薄
い
自
由
主
義
秩
序
」と
い
う
概
念
で
表
し
て
い
る
が（
本
誌
91
号

ほ
か
）、第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
成
立
後
の
米
国
、お
よ
び
そ
れ
を
受

け
た
欧
州
各
国
の
ア
フ
リ
カ
へ
の
対
応
は
、
そ
れ
ら
西
側
諸
国
の
ア

フ
リ
カ
へ
の
関
与
を
さ
ら
に
「
薄
く
」
し
て
い
る
と
言
え
る
。

開
発
協
力
、
中
で
も
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
へ
の
影
響
は
深
刻

で
、
今
年
２
月
以
降
、
米
国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
事
業

は
80
％
以
上
が
停
止
さ
れ
、
７
月
に
は
解
体
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ

は
保
健
分
野
で
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
６
月
に
英
医
学

ア
フ
リ
カ
の
変
化
と
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９

─
─
日
本
は「
共
創
」を
掲
げ
続
け
ら
れ
る
か

「
革
新
的
解
決
の
共
創
」
を
掲
げ
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
。「
援
助
か
ら

投
資
へ
」「
投
資
か
ら
課
題
解
決
へ
」
の
流
れ
を
加
速
で
き
る
か
。

・
ビ
ジ
ネ
ス
を
主
体
に
、
ア
フ
リ
カ
の
社
会
問
題
解
決
を
図
る

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
で
民
間
資
金
動
員
の
促
進
が
可
能
に

・「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
を
通
じ
若
い
世
代
の
関
与
促
す

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）緒
方
貞
子
平
和
開
発

研
究
所
上
席
研
究
員（
開
発
協
力
戦
略
領
域
長
）

阿
久
津
謙
太
郎

あ
く
つ　
け
ん
た
ろ
う　
米
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ
ッ

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
修
了（
法
律
外
交
学
修
士
）。専

門
は
開
発
協
力
戦
略
、
平
和
構
築
、
ア
フ
リ
カ
地

域
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
ア
フ
リ
カ
の
開
発
協
力
に
長

く
携
わ
り
、
南
北
ス
ー
ダ
ン
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
駐

在
。ア
フ
リ
カ
部
ア
フ
リ
カ
第
３
課
長
、外
務
省
、

内
閣
官
房
な
ど
を
経
て
現
職
。
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誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
は
、
こ
れ
に
よ
り
今
後

５
年
間
で
世
界
１
４
０
０
万
人
に
死
亡
リ
ス
ク
が
生
じ
、
ア
フ
リ
カ

が
最
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
と
予
想
さ
れ
た
。
欧
州
で
も
、
英
国

は
防
衛
予
算
増
を
理
由
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
削
減
を
今
年
２
月
に
表
明

し
、
独
、
仏
、
ス
イ
ス
な
ど
も
削
減
を
計
画
・
実
施
し
て
い
る
。
経

済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
が

６
月
に
行
っ
た
報
告
で
は
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
ド
ナ
ー
（
西
側
諸
国
）
の
２
０

２
５
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
総
額
は
前
年
比
９
～
17
％
減
と
予
測
さ
れ
、
中
で

も
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
16
～
28
％
の
大

幅
減
と
、
過
去
20
年
間
で
最
も
低
い
水
準
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

貿
易
面
で
も
、
今
年
４
月
に
発
表
さ
れ
た
米
国
の
相
互
関
税
で
世

界
最
高
税
率
50
％
を
課
さ
れ
た
レ
ソ
ト（
８
月
に
15
％
へ
引
き
下
げ
）

を
は
じ
め
、
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
に
15
％
以
上
の
税
率
が
課
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
米
国
ア
フ
リ
カ
成
長
機
会
法
に
よ
り
特
恵
関
税

（
０
％
）
を
享
受
し
て
き
た
国
々
に
と
っ
て
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
西
側
諸
国
が
相
対
的
に
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
与
を「
薄
く
」

す
る
中
、
中
国
は
今
年
５
月
に
ア
フ
リ
カ
各
国
か
ら
の
輸
入
関
税
を

０
％
に
す
る
と
発
表
し
、
ま
た
い
く
つ
か
の
国
に
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
解

体
を
受
け
て
支
援
拡
充
を
打
診
し
た
と
の
報
道
も
あ
り
、
関
与
を
深

め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
も
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
南
縁
の
サ
ヘ
ル
地
域
な
ど
で

フ
ラ
ン
ス
に
代
わ
り
影
響
力
を
強
め
て
い
る
。

　

翻
っ
て
ア
フ
リ
カ
各
国
は
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
が
今
年
５
月
に

発
表
し
た
「
ア
フ
リ
カ
経
済
見
通
し
」
に
よ
れ
ば
、
今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
成
長
率
は
平
均
３・９
％
（
う
ち
21
カ
国
で
は
５・０
％
超
え
）、26

年
は
４・０
％
と
、
上
述
の
米
国
関
税
政
策
の
影
響
な
ど
に
よ
る
下

方
修
正
を
織
り
込
み
つ
つ
も
、
多
く
の
国
で
な
お
堅
調
な
経
済
成
長

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
い
人
口
増
加
率
に
よ
り
30
年
に
は

世
界
人
口
の
20
％
、
50
年
に
は
25
％
に
達
し
、
中
長
期
的
に
は
世
界

経
済
の
中
心
的
な
市
場
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、気
候
変
動
の
影
響
と
見
ら
れ
る
干
ば
つ
や
洪
水
の
頻
発
、

都
市
化
の
拡
大
、
若
年
人
口
の
爆
発
的
増
加
（
現
在
の
年
齢
中
央
値

は
19
歳
）
と
雇
用
不
安
の
拡
大
な
ど
、
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
社
会
課

題
は
い
っ
そ
う
複
雑
化
し
て
い
る
。
前
述
の
サ
ヘ
ル
や
「
ア
フ
リ
カ

の
角
」
を
は
じ
め
、
依
然
と
し
て
紛
争
の
続
く
地
域
も
複
数
あ
る
。

　

ま
と
め
れ
ば
、
世
界
に
広
が
る
分
断
・
対
立
あ
る
い
は
無
関
心
が

ア
フ
リ
カ
に
も
影
を
落
と
す
中
、
将
来
の
発
展
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
社
会
課
題
の
解
決
を
図
る
か
が
急
務
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
果
た
し
て
き
た
役
割

　

西
側
諸
国
が
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
与
を「
薄
く
」し
て
い
る
状
況
は
、

日
本
が
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
開
始
し
た
１
９
９
０
年
代
初
頭
と
重
な
る
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
立
ち
上
げ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
白
戸
圭
一
・
立
命
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館
大
学
教
授
に
よ
る
外
務
省
幹
部
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（「
フ

ォ
ー
サ
イ
ト
」
所
収
）
に
詳
し
い
。
冷
戦
終
結
後
の
１
９
９
０
年
代

初
頭
は
、
西
側
諸
国
の
対
ア
フ
リ
カ
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
、
そ
れ
ま
で
の
東
側

へ
の
対
抗
と
い
う
意
味
を
失
っ
て
急
減
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
中
、
南
ア
フ
リ
カ
・
デ
ク
ラ
ー
ク
政
権
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政

策
廃
止
に
伴
い
、
日
本
は
南
ア
制
裁
を
解
除
す
る
と
共
に
、
ア
フ
リ

カ
へ
の
協
力
を
全
体
的
に
強
化
し
よ
う
と
い
う
狙
い
の
下
、
91
年
に

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
構
想
が
発
表
さ
れ
、
93
年
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
以
来
、
５
年
ご
と
に
日
本
で
、
そ
し
て
２
０
１
６
年
か

ら
は
３
年
ご
と
に
日
本
・
ア
フ
リ
カ
交
互
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。

　

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
国
際
社
会
の
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」を
掲
げ
て
始
ま
っ
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
、回
を
重
ね
、

「
人
間
の
安
全
保
障
」（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
３
）、「
援
助
か
ら
投
資
へ
」（
同

５
）、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」（
同
６
）

な
ど
の
重
要
政
策
を
包
含
し
て
い
っ
た
（
筆
者
も
、
08
年
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
４
か
ら
、
直
接
・
間
接
に
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
携
わ
っ
て
き
た
）。
そ

う
し
た
中
、
各
国
も
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心
を
高
め
、
今
や
、
い
わ
ゆ

る
「
ア
フ
リ
カ
＋
１
」
サ
ミ
ッ
ト
は
、
前
掲
の
遠
藤
教
授
論
考
に
あ

る
と
お
り
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、

ト
ル
コ
、
南
米
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英

国
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
米
国
と
多
数
の
枠
組
み
が
存
在
し
て
い

る
。
対
し
て
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
最
初
期
に
開
始
さ
れ
、
他
国
の
ア
フ
リ

カ
へ
の
関
与
が
「
薄
い
」
時
代
に
関
心
を
喚
起
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

あ
る
。
ま
た
基
本
的
に
は
２
国
間
の
枠
組
み
で
あ
る
ほ
か
の
サ
ミ
ッ

ト
と
異
な
り
、共
催
者
と
し
て
国
連
、国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、

世
界
銀
行
、
ア
フ
リ
カ
連
合
委
員
会
（
Ａ
Ｕ
Ｃ
）
も
加
わ
り
、
パ
ー

ト
ナ
ー
国
や
民
間
企
業
も
参
加
す
る
マ
ル
チ
枠
組
み
で
あ
る
点
や
、

閣
僚
級
会
合
と
組
み
合
わ
せ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持

つ
点
に
、
今
も
特
長
・
強
み
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
の
意
義
を
再
確
認
す
る

　

今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
は
、
Ａ
Ｕ
資
格
停
止
５
カ
国
を
除
く
ア
フ
リ
カ
49

カ
国
全
て
が
参
加
し
（
う
ち
首
脳
級
33
名
）、
本
会
合
に
加
え
、
各
国

首
脳
や
閣
僚
も
登
壇
す
る
２
０
０
件
以
上
の
テ
ー
マ
別
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
（
全
体
参
加
者
数
は
不
明
だ
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主
催
分
44
件
の
み

で
も
約
１
万
人
が
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
）、
１
９
４
社
・
団
体

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
エ
キ
ス
ポ
の
開
催（
約
１
万
人
が
対
面
参
加
）、さ

ら
に
ア
フ
リ
カ
・
日
本
の
政
府
・
民
間
企
業
な
ど
の
間
で
、
今
後
の

協
力
に
関
し
３
２
４
件
も
の
合
意
文
書
が
結
ば
れ
る
な
ど
、
過
去
最

大
規
模
と
な
っ
た
。
筆
者
も
２
国
間
会
談
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
登

壇
し
た
が
、
肌
感
覚
と
し
て
も
、
過
去
に
比
べ
い
っ
そ
う
賑
わ
っ
た
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と
感
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
量
的
・
規
模
的
に
は
大
き
な
成
功
だ
っ
た

が
、
質
的
な
意
義
と
し
て
は
以
下
４
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

①
国
際
協
調
主
義
の
強
化

　

第
１
に
、
国
際
環
境
の
変
化
で
述
べ
た
と
お
り
、
西
側
諸
国
が
相

対
的
に
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
与
を
「
薄
く
」
し
て
い
る
現
状
下
、
日
本

と
し
て
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
の
開
催
を
通
じ
、
国
連
・
世
界
銀
行
な
ど
国

際
機
関
を
巻
き
込
み
つ
つ
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
変

わ
り
な
く
、
む
し
ろ
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
対
外
的
に
示
し

た
。
こ
れ
は
、
自
国
第
一
主
義
に
対
す
る
国
際
協
調
主
義
の
重
要
性

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
に
分
断
・
対
立
、
あ
る
い
は
無
関
心

が
広
が
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
を
開
催
す

る
こ
と
自
体
に
ま
ず
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
援
助
か
ら
投
資
へ
、
そ
し
て
投
資
か
ら
課
題
解
決
の
共
創
へ

　

第
２
の
意
義
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
の
テ
ー
マ
「
革
新
的
解
決
の
共

創
」
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
援
助
か
ら
投
資
へ
」
と

い
う
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
流
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
投
資
か
ら
課
題

解
決
へ
」、
す
な
わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
社
会
課
題
解
決
を
目
指

す
（
公
的
部
門
は
そ
の
後
押
し
を
す
る
）、
そ
し
て
そ
れ
を
「
共
創
」、

多
様
な
主
体
で
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
、
ア
フ
リ
カ
と
の
新

た
な
協
力
の
在
り
方
を
明
確
に
示
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
ア
フ
リ
カ
の
社
会
課
題
は
複
雑
化
し
て
お
り
西
側

諸
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
削
減
は
避
け
ら
れ
な
い
中
、
公
的
部
門
で
は
な

く
民
間
部
門
こ
そ
が
主
役
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
躍
に
よ
っ
て
ア

フ
リ
カ
社
会
課
題
の
解
決
を
導
く
、
そ
う
す
る
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
も
発

展
し
、
ア
フ
リ
カ
の
成
長
を
日
本
経
済
に
還
流
で
き
る
―
―
こ
う
し

た
方
針
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
あ
っ
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
で
日
本
政
府
が
打
ち
出
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で

最
も
注
目
を
集
め
た
「
新
経
済
圏
構
想
」（
イ
ン
ド
洋
・
ア
フ
リ
カ
経

済
圏
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
具
現
化
し
た
も

の
と
言
え
る
。
日
本
企
業
が
イ
ン
ド
や
中
東
・
ア
フ
リ
カ
各
国
の
企

業
と
共
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
の
社
会
課
題
解
決
に
取

り
組
む
（
日
本
の
国
際
収
支
上
も
、
既
に
日
本
企
業
は
貿
易
よ
り
も

海
外
投
資
で
収
益
を
上
げ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
海
外
で
再
投
資

し
て
い
る
）、
そ
れ
を
域
内
外
の
連
結
性
強
化
や
同
志
国
連
携
で
日

本
・
各
国
の
政
府
が
支
え
る
、
こ
う
し
た
構
想
と
な
っ
て
い
る
。

③
民
間
の
課
題
解
決
を
支
え
る
新
た
な
Ｏ
Ｄ
Ａ

　

次
に
、
前
述
の
第
２
の
意
義
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
日
本
の
新

た
な
開
発
協
力
が
示
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
た
い
。

　

時
系
列
的
に
は
、
前
回
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
の
翌
年
（
２
０
２
３
年
）
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に
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
基
本
方
針
を
示
す
「
開
発
協
力
大
綱
」
の
改

訂
が
な
さ
れ
、
世
界
の
複
合
的
危
機
解
決
に
向
け
、
新
し
い
時
代
の

「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
柱
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
「
連

帯
」
強
化
が
明
記
さ
れ
た
。
日
本
へ
の
還
流
も
含
め
た
途
上
国
と
の

「
共
創
」
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
戦
略
的
に
実
現
す
べ
く
、
途
上
国

に
日
本
か
ら
能
動
的
提
案
を
行
う
「
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
」
が
導
入
さ

れ
た
。
さ
ら
に
今
年
４
月
に
は
、
大
綱
改
訂
の
理
念
を
受
け
、
国
際

協
力
機
構
法
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
法
）
が
改
正
さ
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
民

間
資
金
動
員
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
改
正
が
成
立
し
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
の
成
果

を
具
現
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
外
務
省
幹
部
の
言
を
借
り
れ

ば
、「
逆
説
的
に
は
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
を
念
頭
に
置
い
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革

が
進
め
ら
れ
て
き
た
」。

　

こ
う
し
た
政
策
的
要
請
を
受
け
、
ア
フ
リ
カ
の
社
会
課
題
解
決
に

向
け
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
新
Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ

れ
た
。
い
ず
れ
も
前
述
の
「
新
経
済
構
想
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

で
、
一
つ
が
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ザ
ン
ビ
ア
に
対
す
る

広
域
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
：
ナ
カ
ラ
回
廊
開
発
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
「
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
に
対
す
る
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
：
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
よ

る
社
会
課
題
の
解
決
と
経
済
強
靭
化
」
で
あ
る
。

　

前
者
は
、
豊
富
な
資
源
を
有
す
る
南
部
ア
フ
リ
カ
で
、
ア
フ
リ
カ

各
国
の
望
む
鉱
物
資
源
の
高
付
加
価
値
化
や
環
境
配
慮
と
、
日
本
の

経
済
安
全
保
障
（
鉱
物
資
源
確
保
）
を
結
び
付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
の
国
際
回
廊
強
化
（
連
結
性
強
化
）
と

組
み
合
わ
せ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
支
援
を
行
う
も
の
で
、
日
本
企
業
・
現
地
企

業
と
の
「
共
創
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
ア
フ
リ
カ
最

大
規
模
の
人
口
と
経
済
を
持
つ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
、
社
会
課
題
解
決

に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
を
支
援
す
る
も
の
で
、
民
間
資
金

の
呼
び
水
と
し
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
用
い
る
新
た
な
取
り
組
み
（「
民
間
資

金
動
員
促
進
型
無
償
資
金
協
力
」の
初
の
事
例
）が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
新
経
済
構
想
」以
外
で
も
、ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
と
日
本
の
連
携

に
今
回
初
め
て
盛
り
込
ま
れ
た
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
リ
カ
イ
ン
パ
ク
ト

投
資
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）」
は
、
前
述
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
法
改

正
に
伴
い
可
能
と
な
っ
た
民
間
資
金
動
員
の
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
劣
後

出
資
を
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
と
の
協
調
で
行
う
も
の
で
あ
る
。

④
ユ
ー
ス
（
若
者
世
代
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
の
参
画

　

最
後
に
、
同
じ
く
「
革
新
的
解
決
の
共
創
」
に
つ
な
が
る
意
義
と

し
て
、
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
で
は
、
初
め
て
「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
」
が
正
式
開
催
さ
れ
、
ユ
ー
ス
が
共
創
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
初
登
場
し
た
点
を
挙
げ
た
い
。
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の
べ
９
０
０
名
以
上
の
ア
フ
リ
カ
・
日
本
の
若
者
が
６
カ
月
に
わ

た
り
議
論
し
て
ま
と
め
た
政
策
提
言
「
ユ
ー
ス
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０

５
５
」
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
本
会
合
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
本

会
合
で
の
議
論
分
野
で
あ
る
「
経
済
」「
社
会
」「
平
和
と
安
定
」
の

三
つ
に
加
え
、
横
断
的
要
素
と
し
て
「
人
と
人
と
の
繋
が
り
」「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
着
目
し
た
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
閉
会
式
の

ス
ピ
ー
チ
に
立
っ
た
石
破
首
相
は
、Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
代
表

者
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ポ
ン
デ
ウ
氏
と
休や

す
み
ば場
優
希
氏
に
特
に
呼
び
か
け

て
謝
意
を
示
し
た
。

　

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
以
外
で
も
、今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
で

は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
＋
Ｙ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
と
し
て
、
従
来
か
ら
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
で
強
調
さ
れ
て
き
た
Ｄ
（
開
発
）、
Ｂ
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
に
加
え
、
Ａ

（
ア
カ
デ
ミ
ア
）、
Ｃ
（
文
化
）、
そ
し
て
Ｙ
（
ユ
ー
ス
）
と
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
の
地
平
を
広
げ
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
中
で
も
Ｃ
‐
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
障
が
い
主
流
化
）、
文
化
遺
産
、

ア
ー
ト
、
音
楽
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
は
十
分
議
論
さ

れ
て
来
な
か
っ
た
分
野
で
の
テ
ー
マ
別
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
若

者
世
代
を
含
む
多
様
な
参
加
者
が
集
っ
た
。
既
存
の
関
心
層
以
外
の

人
々
を
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
に
い
か
に
巻
き
込
ん
で
い
く
か
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
継
続
が
望
ま
れ
よ
う
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
10
に
向
け
て
「
共
創
」
を
進
め
る

　
「『
伸
び
る
市
場
ア
フ
リ
カ
』に
出
遅
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」（
加
留

部
淳
・
経
団
連
ア
フ
リ
カ
地
域
委
員
長
、
本
誌
91
号
）。「
い
ず
れ
ア

フ
リ
カ
市
場
を
め
ぐ
る
競
合
は
か
な
り
激
し
く
な
る
だ
ろ
う
。（
中

略
）
日
本
企
業
は
コ
ス
ト
・
オ
ブ
・
イ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
（
何
も
し
な

い
こ
と
の
コ
ス
ト
）
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
」（
井
出
達
也
・
経
済
同

友
会
中
東
ア
フ
リ
カ
委
員
長
、
日
本
経
済
新
聞
８
月
３
日
付
）

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
で
は
援
助
か
ら
投
資
へ
、
投
資
か
ら
課
題
解
決
の

共
創
へ
と
新
た
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
な
さ
れ
、
そ
の
主

体
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
日
本
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
民
間

部
門
で
あ
る
。
両
経
済
団
体
の
ア
フ
リ
カ
責
任
者
が
揃
っ
て
述
べ
て

い
る
通
り
、
今
こ
そ
日
本
企
業
は
ア
フ
リ
カ
進
出
を
真
剣
に
検
討
す

べ
き
時
で
あ
る
。
次
回
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
10
（
２
０
２
８
年
）
で
は
、
さ

ら
に
多
く
の
日
本
企
業
の
共
創
に
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
、Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
年
長
世

代
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
用
し
て
、
本
稿
を
終
え
た
い
。

　
「
世
界
だ
け
で
な
く
日
本
で
も
分
断
が
広
が
る
難
し
い
状
況
で
、

と
も
す
れ
ば
ユ
ー
ス
も
声
を
上
げ
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
長
世

代
に
は
、
後
に
続
く
ユ
ー
ス
に
『
背
中
を
見
せ
る
』
形
で
、
分
断
を

超
え
て
ア
フ
リ
カ
と
の
共
創
を
掲
げ
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」


